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・市町村が行う製品プラスチックの分別収集、中間処理、再資源化までの一連の 

工程の実証に要する経費を補助 

・複数市町村、事業者とともに検討会を設置し、中間処理・再資源化の実施体制の 

構築に向けた検討を支援 

 

家庭や企業への太陽光発電設備等の導入を促進するため、スケールメリットにより購入費用を低減する共同

購入の仕組みを構築 

CO2 排出量削減取引（J-クレジット制度）の実施に要する経費 

太陽光発電設備を導入した家庭のCO2削減量を集約して、J-クレジット制度による収益を地球温暖化

対策に資する取組に活用 

３．市町村におけるプラスチック分別収集・再資源化支援事業（17，988 千円） 

１．太陽光発電設備等共同購入推進費（6，733 千円） 

２．福岡カーボンクレジット活用促進費（12，172 千円） 

福岡県は、アイチューザー株式会社と共同購入に関する協定を締結し、県内の家庭や企業に対し、広く参加を

呼びかけます。家庭向けの募集期間：令和６年 5 月 1 日～9 月 5 日 

アイチューザー株式会社は、県内で共同購入を希望する家庭や企業から購入申し込みをとりまとめ、設備等の

施工事業者を選定し、設置までの施工管理を担当します。 

共同購入のメリット 

（１）光熱費削減対策や災害時の停電対策に

つながる太陽光パネル・蓄電池をスケール

メリットでお得に購入できます。 

（２）登録・購入・施工まで、トータルサポート

します。事前に製品や工事価格、保証内容

を確認いただけます。 

（３）基準をクリアした販売施工事業者が安

心施工します。 

R6 福岡県温暖化防止関連予算について 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第６次環境基本計画について 

１．環境基本計画とは 

環境基本計画は、環境基本法に基づく、政府全体の環境保全施策を総合的かつ計画的に推進するための計

画です。 

環境・経済・社会の統合的向上など環境政策が全体として目指すべき大きなビジョンを示すとともに、今後 5

年間程度を見据えた施策の方向性を示すものです。 

２．計画のポイント 

第一次計画からちょうど 30 年の節目に策定される環境基本計画であり、環境保全を通じた、現在および将

来の国民一人一人の「ウェルビーイング／高い生活の質」の実現を最上位の目的に掲げています。 

現在、私たちが直面している気候変動、生物多様性の損失、汚染という地球の３つの危機に対し、早急に経済

社会システムの変革を図り、環境収容力（プラネタリー・バウンダリー）を守り環境の質を上げることによって経

済社会が成長・発展できる「循環共生型社会」の構築を目指すこととしています。 

３．基本的考え方 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5．パートナーシップの充実強化に向けた各主体の役割 

 

４．6 つの重点戦略 

 

目指すべき持続可能な社会の姿、循環共生型社会を実現するため、環境・経済・社会の統合的向上の高度化に向

け、ネット・ゼロ、循環経済、ネイチャーポジティブ等といった個別分野の環境政策を統合的に実施するものです。 

 

現在及び将来の国民一人一人の「ウェルビーイング／高い生活の質」を実現し、環境施策をこれまで以上に実行力を

もって実施していくためには、政府、市場、国民が、持続可能な社会を実現する方向で相互作用、すなわち共進化してい

く必要があります。新たな環境基本計画に記述されている施策については、地方公共団体、国民、企業、ＮＧＯなどの皆

様においても、各主体に期待される役割なども参考としつつ、それぞれの取組を積極的に進められることが期待され

ています。 

出典）環境省「第六次環境基本計画」、「R6 年度環境白書」 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●熱中症警戒アラート・熱中症特別警戒アラートについて 

環境省では、熱中症の危険性が極めて高くなると予測される場合に予防行動を促すため、暑さ指数が３３

以上となった時に「熱中症警戒アラート」を、３５以上となった時に「熱中症特別警戒アラート」を発表し、注意

喚起を行うこととしています。 

暑さ指数は熱中症の危険度を判断する数値として利用されており、気温、湿度、輻射熱(ふくしゃねつ)を使

って計算されます。 

熱中症特別警戒情報は、前日の午後２時ごろに発表されます。 
出典）福岡県 HP 

④食材を必要とする人への寄附 

   寄附者へポイント付与 

⑤エコ料理教室の実施 

   民間の料理教室と連携し料理教室を実施 

⑥エコレシピの開発・発信 

   食品ロス削減レシピ集/動画の開発・発信 

出典）環境省「食品ロス削減のための取組マニュアル」 

家庭で発生する食品ロス  

家庭系食品ロスには、以下の 3 種類があります。  

①直接廃棄：手つかずのまま廃棄されたもの  

（発生理由の例：買いすぎた、在庫管理が不十分で気付かない間に期限が切れた 等）  

②食べ残し：一度食卓に上がったが、食べ切れずに廃棄されたもの  

（発生理由の例：作りすぎてしまった、嫌いな食品が入っていた 等）  

③過剰除去：食べられない箇所を取り除く際に、過剰に取り除かれて廃棄されたもの  

（発生理由の例：調理の省力化等のために、野菜の皮を厚く剥いた 等） 

自治体による取組例 

①計画的な買い物・管理・使い切り等の呼びかけ 

   冷蔵庫内の定期的な確認の呼びかけ 

食品ロス削減を意識した買い物の体験授業 

②食品ロス量の見える化による啓発 

   食品ロスダイアリー調査による啓発/実態把握 

③余った食材の活用の提案 

   余った食材をスープにする食習慣の提案 

 発行者 福岡県地球温暖化防止活動推進センター 

       （一般財団法人 九州環境管理協会） 

 発行年月 令和 6 年 7 月 

〒813-0004 福岡市東区松香台 1-10-1 

TEL：092-674-2360  FAX：092-674-2361 

Email： fccca@keea.or.jp 

ふくおかエコライフ応援サイトはこちら→   

●熱中症を防ぐには 

１ 暑さを避けましょう 

・涼しい服装や日陰に移動するなどして、暑さを避ける 

・気温や湿度の高い日には、適度にエアコン等を使用する 

・環境省が発表する熱中症警戒アラートや暑さ指数を参考にする 

２ こまめに水分を補給しましょう 

・のどが渇いていなくても、こまめに水分を補給する 

・大量に汗をかいた後は、塩分も補給する 

３ 体調に注意しましょう 

・寝不足などで体調不良の時には、熱中症になりやすいため注意する 

熱中症は、気候変化に体が慣れない 6 月頃に増加し、7 月から 8 月に多発する傾向があります。 

熱中症の正しい知識を身につけ、自分や周囲の方が熱中症にならないように気を配りましょう。 

熱中症対策について 

 

食品ロス対策について 

 


